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某電子機器商社

人事担当専務室



「ええっと、田中君には誠に申し訳ないのですが、再来月を以て雇用を解除致します。」

「そ、そんな、いきなり言われても！」

専務取締役の言葉は杓子定規である。

「お気持ちは分かりますが、我が社はこの度の組織改変で、特別営業本部と地域営業本部が統廃合で総括営業本部に統合され、スタッフは現行の１６５人から８０人になります。景気の悪化で販売が伸び悩んでいる状態なのに余分な人材を抱えられる状態ではないのだよ。」



大学を卒業して21年間、身を粉にして働き、特別営業部部長まで上り詰めた。

特別営業部と言えば、官公庁や地方自治体へ納入する電子機器、つまりパソコンや周辺機器などを扱う部署で官公庁、特に総務省、財務省、文科省がお得意様である。

特別部長は役員に出世する人の就く最重要ポストで、私は役員就任まであと一歩の所まできていたのだ。

しかし、お得意様も国の予算削減で売り上げは例年に比べて３分の２に落ち込んだ。

他の営業部署も売り上げが軒並み落ち込んで会社全体の純収益は去年の３２億円の黒字に対して１５億円の大幅な赤字となった。

そこで会社は体質強化と経費削減の為、組織改変を行う訳だが、それはリストラという大きな痛みを伴うものである。



私の居場所は転職準備室に異動させられた。

部屋には机が一つに古いパソコンが１台、ソファーとテーブルが有るのみ。

毎日朝夕、総務部の女性社員が就職情報ファイルを届けにくる。



専業主婦の妻と高校生の息子、中学生の娘を抱えての職探しは至難の技であり、正社員の職で見付かるのは特殊な資格を持っている人が殆んどで、この年代での職といえば派遣労働しかない。



二ヶ月後、進路未定で会社を逐われた。

勤続２１年、部長であれば退職金は３０００万は楽に出るのだが、１７００万しか降りなかった。

マンションのローンを払うと手元に残らなかった。

仕方なく派遣登録し、スーパーで働く事になった。

「おっさん、あなた！何やってんの？」

「こんな簡単な事も出来ないの？」





































        


「早く持ってきてよ！」

慣れない品出し作業は容易てはない。

くたくたに疲れて帰宅すると妻が、「子供の学費どうするの？生活費はどうするの？」となじる。

「こんな状態だからパートくらいやってよ！」

夫婦喧嘩は激しくなり、ついに協議離婚、マンションを売却して代金を養育費に渡し、築３５年の家賃５万のアパートに移った。

スーパーでの仕事は相変わらずの状態で契約期間途中で解雇となり、警備員として働き出すも、誘導ミスで車両同士の衝突事故を起こしてしまった。

「田中さん、派手にやりましたね。」

「すみません。」

「すみませんじゃ済まないよ。うちで賠償しなければいけないよ。仕事にはもう来なくていいから。」

警備員を解雇された。


もうお仕舞いだ。

死ぬしかない。

いつしか死に場所を求めてとある地方の山間部に来ていた。

ここなら死ねる。

雑木林の中の木の枝にロープをかけて、首を吊った。

ふと気が付くと大勢の人だかりを上から見下ろしている。


「まだ、息がある！救急車だ！救急車を呼べ！」

救急車がやって来た。

救急隊員が私の身体を担架に乗せて車内に搬入する。私も車内に入った。

救急車は総合病院へ着き、私の身体はストレッチャーでＩＣＵ(集中治療室)へ運ばれた。

私もフラフラと後をついてゆく。

「心電図、脳波確認！」

「はいっ！」

「カテーテル挿入！」

「はいっ！」

看護士が私の身体の周りでてきぱきと作業している。暫くして、元妻と息子、娘がやって来て、医師や警官と何やら話している。


「田中さんですが、一命はとりとめましたが、意識不明の状態が続いています。脳波に異状が認められますので、意識の回復は難しいと思います。良くて植物状態、最悪の場合、一年持つか持たないかになります。」

「あなた！私が悪かった！」

元妻が泣き崩れている。

息子、娘も涙ぐんでいた。

私は不思議な感覚で眺めていた時、淡い光のようなものに吸い込まれてしまった。
　　







        気が付くと私は沢山の人の行列の中にいる。

荒涼とした場所をずっと歩いている。

色んな人がいる。
男、女、老人。
みな生気がなく、表情は虚ろだ。

休みたいなあ。
とにかく寝たい。


私は行列から離れて、一人腰を降ろす。


「おいこら！歩け、歩くんだよ！」

大男がどこからか現れて、私を棒で打ちすえる。

「眠たいんだ。」


「お前は自ら死んだんだ！だから、ここへ来たんやろ！」

大男は私を無理矢理立たせて行列へ入れた。


暫く歩いていると、「田中さんじゃないですか？」
と若い女性が声をかけてきた。 

「山中君。」

かつて、経理部にいた人で結婚して育児と仕事を両立していたのたけど、上司との不倫がばれて、子供を連れて離婚、やがて会社をリストラされた人である。

「私、何もかも失ったよ。職場を逐われた後、次の仕事が見つからなくて、それでも子供を育てなきゃと思って風俗に入ったんだけど。ホントに辛くて。それで子供を親に預けてここへ来ちゃった。」

「そうか、あの後、どこへいったかなと思っていたんだ。」

「ここから、動けないんだ。ずっとここにいるんだ。」

また大男がやって来て、
「歩け！」と言って背中を小突く。

何処まで歩くんやろ。 

とにかく歩くしかない。

やがて暗くジメジメとしたところまで来てしまった。
足がぬかる。
前を歩いていた数人が足を取られ沈んでゆく。

足元をみると気味の悪い虫がうようよいるのだ。


私も泥濘に足を取られ、ズブズブと沈んでとうとう脇下まできてしまった。
私も前を同じ目に逢うのかと思ったとき、「諦めてはならん！」と上から声がした。

顏を上げると大学時代の部活の先輩がいた。

私は学生時代、山岳部に所属していたときの先輩で、立山で遭難し、遺体は未だにあがっていない。

「さあ、掴まって！」
手を差し伸べてくれた。

私は先輩の手を掴むと引き上げてくれた。

「あ、有難う。」

「なんで此所へ来たの？」
「何もかも失って生きる希望も失って首を吊ったんよ。」

「バカな事をするな！さっきお前が居たところはな、虫がうようよいて、身体をあちこち食い破るんだ。」
先輩は私を殴った。

「ここまで来れば安心だ。俺がついてる安心しろ。」







        私は先輩の後をついていった。
森の中を進んで行くと、一軒の洒落た洋館風の家がある。
先輩はニコニコしながら、「ここは私の家だよ。いつかこういう家を持ちたかったんだ。」と言って、私を家の中へ案内した。

中へ入ると、部屋中に火のともっているキャンドルがびっしりあり、幻想的な雰囲気を醸し出していた。
真ん中のテーブルに女性がいる。
「先輩、このキャンドルは一体、なんのキャンドルですか？」
「これはね、生きている人の寿命が分かるキャンドルなの。女性は私の妻でキャンドルを管理しているのが仕事なんだ。」
「へえー。」
女性はおもむろに、「はじめまして、貴方が田中さんですね？」
と問いかけてきた。
「はい。」
「貴方のキャンドルをお見せしますね。どうぞ、こちらへ。」
彼女は、私を二階へ案内した。
私のキャンドルのある部屋は階段を上がって直ぐの部屋で中に入ると、若い女性が１人、キャンドルを眺めていた。
「はい、これが貴方のキャンドルよ。」
彼女は手前のキャンドルを指差した。
火が消えかかっている。
なんとかしなきゃ。
そんな私の心を読み取ったらしく、彼女は、「あちらにいる若い女性は、交通事故で命が消えるかどうかの瀬戸際にいるんですよ。」
若い女性のキャンドルの火は消える寸前である。
そして、火は消えた。
若い女性は泣き崩れる。
「残念です。貴方の寿命は尽きました。さあ、こちらへどうぞ。」
彼女は泣き崩れている若い女性を隣りの部屋へ案内した。
暫くして彼女が戻ってきた。
彼女に訊いてみる事にした。
「あの人をどちらへ連れていったのですか？」
「あの人を鏡の部屋に連れて行きました。良かったら貴方も行ってみますか。」「行きます。」
彼女と部屋を出て二階の廊下を奥へと進んで行く。
長い廊下だ。
壁には色々な油絵が飾られている。







        男性、女性、子供やお年寄りなどの肖像画が殆んどである。

しかも絵からシクシク泣いている声が聞こえてくる。
「どうして、絵の中の人達は泣いているのですか？」
彼女に質問してみた。

「絵の中の人達は自分が死んだ事を理解しようしない可哀想な方々なのです。」
「そうなんですか。」 


やっと鏡の部屋に着いた。彼女は中へ入るよう促す。

私は扉を空けて部屋へ入った。
中は辺り一面鏡になっている。
先程の女性はいない。
真ん中まで来ると、病室が映し出された。
こ、これは私が生まれた時の様子だ。
「おめでとうございます。元気な男の子です。」
看護師が言う。
「波津子、頑張ったな！」
「私たちの子供ね。」
お父さんとお母さんだ。 

自分の人生が再生される部屋のようだ。

場面が変わり私は、はいはいからやっと立ち上がった時の光景が映し出された。
「あなた！信生ちゃん、立ち上がったよ。」
「おおっ！」
両親の喜びはひとしおであった。
保育園、幼稚園、小学生の自分と次々と自分が歩いてきた道が映し出される。
中学の時、部屋で煙草を吸って、親父に殴られた事、高校、大学では部活に熱中していた頃や卒業後、電子機器メーカーに入社したときの光景、得意先に営業していたとき、成績を上げて昇進したとき、結婚し家庭を持ち、子供が生まれ、はじめて人の子の親になった時。
そして部長に昇格。
役員まであと一歩のところでのリストラ。
離婚、転落の人生、首吊り自殺・・・。

悲しい気持ちになった。
「田中さん、鏡の部屋はいかがでしたかな？」
後ろで彼女の声がした。







        （栄枯盛衰、世の定め）私はその言葉を思い出していた。

彼女は、「さあ、出ましょう。リビングで夫がお待ちしております。」

一階のリビングに行くと先輩が待っていた。
先程の彼女もソファーに腰かけている。
「気分はどうかな？」

「悲しい気分です。」

「そうですか。ここは記憶の家、ここでは良い事にしても悪い事にしても自分の歩んできた事が再生される。」


先程、鏡の部屋に入っていった若い女性は大きなバッグを持って立ち上がった。

「もう行かれますか？」

「はい、どうもありがとう御座いました。」

女性は深々と頭を下げて家を後にした。


「彼女は生前、犯した罪が大きいので、これから清めの町へ行くことになる。お前もどういうところか見てみるか？」

「はい。」

先輩と私は外に出て、目の前の停留所でバスを待つことにした。


停留所で彼女はバッグを重そうに提げている。
「あのバッグがどういう意味を持つか分かるか？」
「分からない。」
先輩は説明を始めた。
「バッグの大きさと重さが生前、犯した罪業に比例するのだよ。大きく重ければ重いほど、罪業が重いのだよ。お前はまだ生死の境をさ迷っているのでバッグを持っていないけど、どういう形であれ、何れ死を迎えるのだ。その時に犯した罪業を果たしていないと、あの様なバッグを持つことになる。」

バスがやって来た。
観光バスである。
ブザー音がして、自動ドアが開く。
先輩と私は後部座席に腰を下ろした。
とびきり美人のバスガイドがアナウンスを始める。
「このバスは清めの町経由極楽シティ行きの急行バスです。皆さんの行き先については、途中の審査会場に一旦降りて戴き、皆様の来世の処遇については審査員の判定と本人の選択により決定されます。審査会場に着くまで皆さん、快適なバス旅行をお楽しみ下さい。」
なんちゅうアナウンスなんだ。
私は思った。
「それでは出発します。」バスは走り出した。









        「お飲み物、お菓子、軽食は如何ですか？」

バスの中ではガイドがお菓子や飲み物、軽食などのサービスを行っている。

私は気持ちが沈んでいて、とても食べたりのんだりする気持ちにはなれなかった。 

窓から景色を眺めてみる。

お花畑を過ぎ、鬱蒼とした森の中の道をバスは走っていく。

木々がおかしい。

よくみると人の形をしていて、身体から枝葉がはえている。

顔は苦痛に歪んでいる。

「あの森は心中者の森と言って、自ら命を絶つ者の中でも心中、つまり他の者の命を巻き添えにした者がここに来る。心中は自殺の中では最も罪が重いんだ。」
先輩が説明する。

自分の命を絶つのも罪だが、ましては自分の命を絶つのに他の者の命を巻き添えにするのは最も赦しがたいのであろう。

心中者の森を過ぎると大きな湖の畔に出た。

道路は広く見通しが良い。
暫く走っているとパーキングエリアに入った。

「お待たせしました。間もなく審査会場にはいります。
皆様はお手持ちのバッグをお持ちして、バスを降りて下さい。」


私と先輩はバスを降り審査会場へ向かった。

バスを降りた人達は審査会場の手前の荷物検査室で大きさと重量を計って審査会場に入る。

「これから審査を受ける人はこちらへどうぞ。それ以外の方は控え室にてお待ち下さい。」

建物内に放送が流れる。

若い男性のアシスタントが一人の年老いた男性を連れ出した。

「ついていくかい？」

先輩が聞いてくる。

「行ってみたいですね。」
私と先輩は第１審査室へ行くことにした｡








        カフェで休息をとった後、バスに乗り込んだ。
審査を終わった人達が次々と乗り込んでくる。
バスガイドが、「これから出発します。次の目的地は償いの町です。清めの町が目的地の方はここで旅は終わりとなります。」
バスは出発した。
前の座席に乗っていた中年男性がマイクをとり、説明を始めた。
「私は償いの町の町長の石岡と申します。償いの町では、厳密に審査して、各々に一番似合う償いをさせていただいています。どうか皆さん宜しくおねがいします。このバスはノンストップで行きますので休憩を摂りたい方は申し出て下さい。」
皆の表情は虚ろだ。
「皆さん窓から外を眺めて下さい。手前に見えますは自殺者の森と申しまして、人生半ばで自ら命を絶った者がここで木となり、鳥や虫などに啄まれる所で御座います。」
バスガイドが説明した。
木々は人の姿形をしていて、その表情は苦痛に歪んでいる。
枝葉には虫が集り葉を食べ、鳥が木の実を啄んでいるのである。
「人生はきちんと全うしたほうがいい。」
先輩は呟いた。
自分はまだ死んでいない。もし、死んでいたら自殺者の森にいるはずだ。

私は自殺者の森の中に大学受験に失敗し、自殺を図ったクラスメイトの大滝が居るのを確認した。
他の木同様、苦痛に顔が歪んでいる。
「お前のクラスメイトか、この森から解放されるにはかなりの年月がかかるだろう。」
バスは自殺者の森を過ぎ、お花畑に差し掛かった。
「オギャー、オギャー、オギャー・・・・・。」
赤ん坊の泣き声が聞こえてくる。
数人の女性が耳を塞ぎ、頭を抱えている。
「田中、ここは赤子ヶ原と言って流産を除き、意図的に子供を堕ろしたり、生んで棄てたり、殺した女性が苛まれる所で、生前、きちんと誠意を持って対応していないと、ここで苛まれることになる。」
外を見ると赤子に噛みつかれたらしく、体のあちこちから血を流した女性が苦痛にのたうちまわっている。別の所では中年の女性が骸骨の赤子に噛みつかれている。
中年女性は逃げ回るが繁みの中から骸骨の赤子が現れて噛みつくのだ。
「苛まれるのは女性ばかりではないぞ。あちらを見ろ、」
視線を別の方に向けると多くの男性が汚物まみれの池でプカプカと浮いているのだ。
「あれは父親に成るべき男性が赤子を殺したり、彼女や妻に堕胎を強要させたりした者が詫びもしないで人生を終えるとここに来る。生まれる命は全て平等、理解しない者が多い気がする。」
先輩は呟いた。 









        バスは峠を越え、償いの町に着いた。

「償いの町に到着しました。大半の方がここで降りる事になります。皆さんの今まで生き方に最後の評価が下され、各々の罪に応じた償いをしていただく場所がこの町です。これから番号札を渡しますので、番号順に降りて下さい。」と言って、バスガイドが番号札を渡していく。

停留場につくと自動ドアが開き、乗客が番号順に次々と降りてゆく。

しかも大小様々なバッグを持っている。

私は最後なので３１５番である。

先輩は番号札は渡されなかった。

石岡町長が、「田中さんはまだ死んでいないので私の秘書と一緒に審査場の傍聴席で一部始終を見学していただきます。
何れ此処に来るかも知れませんので、予備知識として知るのは良いことです。」

「田中、俺はここで待っているからな。」

先輩は言った。

バスから降りると町長の秘書が待っていた。

「田中さんですね。」
面長のショートヘアで白のブラウスに黒のブレザーとパンツを履き、左腕にはスケジュール表を抱えている。

「こちらへどうぞ。」

私は秘書に案内されて最終審査場のある二階建ての建物の中に入った。

最終審査場では老若男女がこれからの処遇を決める為の審査が行われている。

入口では男性の係員が乗客の持ってきたバッグの重さを計り書類に記載し、審査官へ渡してゆく。

審査官は３人いて、真ん中の女性が主任審査官で、左右の男性が補佐官である。
「高橋公徳さん、貴方の生前の行いを調べたのですが悪い事ばかりなので、ここで償っていただく可能性が高いですね。」

ここでは最初の審査書類に基づき、補佐官が厳密に確認し主任審査官に渡す。

「なんとか赦していただけませんか？」

「う～ん、納得しかねるのであれば申立室にて事情を伺います。」

男は係員に連れられて申し立て室へ行った。

「田中さん、貴方もそちらへ行きましょう。」

私は秘書に促され男の後ろにくっついて申立室に入る。
納得しかねて申立室に来る死者は多い。

生前、やるだけの事をやっていても償いという罰から逃れたいのが心境なのだろう。

「何とか赦していただけないか？」

「そうですねえ、貴方は生前、和歌山にあるお寺の住職でありながら檀家さんや信者さんからご寄進の名のもとにお金を搾り取り、その金を苦しんでいる人達の救済に活かすことなく遊興に耽り、妻と子を泣かせていたのみならず、檀信徒さん達を見下し不評を買っていましたね。総代さんが本山に直訴して住職の職を失ってからは家族と別れ、大阪の葬儀屋で働きながら酒浸りの荒れた生活をしていたようですが、更に無住寺から仏像を盗んでは金に変え、警察のご厄介になっているようですね。







        申し立ては受理しますが難しいでしょう。」
男はうなだれた。
この男、何処かで見たことがある。
確か大きなお寺の先代住職で、やるだけの事をやって寺を追い出された人だ。
東京の別院に来ていたので面識がある。
あまり話した事はないが、上から目線で人に接するので怒りを覚えた事がある。「どちらにしても、選択の部屋で自分の処遇を決めなければいけません。」
係官の返答は素っ気ない。
住職だった男は係員に連れられて選択の部屋に入った。
私も秘書に連れられてその部屋に入る。 

選択の部屋の中は４つの扉があり、生前の罪によって償いが軽く済む場合と重い場合がある。
償いは殆どの場合、責め苦という形で精算させられる。
先程の男は真ん中の扉を開けて入っていった。
私も入ろうとしたが、「貴方はまだ死んでいません。」と言われて制止された。「これから、罪深い人がどのような形で償いをしているかお見せいたします。」秘書は私を部屋の隅にある非常口と書かれている扉を開けて私を導いた。
秘書と一緒に暫く歩いていくと広場に出た。
「ここで償う人達は相争い、お互いを殺し会うまで続けます。これから始まります。」
真ん中の高台にレフリーがいる。
レフリーが、「これから、殺し会う皆様、どれだけ殺し会えるかで勝負が決まります。それでは、始め！」
チチーン！
ゴングが鳴り響くと、同時に大勢の老若男女が建物から飛び出してきて、相争い、殺し合いを始めた。
広場の隅ではアイテムショップがあり、男性店員が鉄パイプや斧、刀、槍、拳銃等を次々に渡してゆく。
殺し合いの迫力は凄まじい。
あちこちから血煙があがり、手足が飛び散る。
その光景、まさに壮絶である。 

償いの町のレフリーは、「さあ、もっと、もっと殺して、殺して。」と煽り立てる。
私の目の前に男の生首が飛んできた。
「巻き込まれるので、ここへ避難して！」
秘書がシェルターへ誘導する。
私はシェルター２階へ退避した。
窓越しから凄惨な光景が一望できる。
地面には切り落とされた首や手足が散らばり、お腹からは内臓が飛び出していたりとあちこちに死体が転がっている。
全員死に絶えると、複数のシェルターから大勢の担架を担いだ看護師が出てきて死体の収用にあたる。








        私がいるシェルターにも多くの死体が収用されてきた。
収用された死体は待機している医師達が切られた部分を縫合し、元の体に戻していく。
縫合された死体は暫くすると生き返りる。
「こうして何度も生き返り、殺し合いを繰り返していくのですよ。死体の収用を行う看護師や縫合をする医師達の前世は医師、看護師だった人達で本来、病院等で患者を救わなければいけないのに故意に死なせたり、虐待を繰り返してきた人達なのですよ。特殊な職業に就いていた人達は特殊な形で償いをさせられる。これが償いの町の特徴の一つです。私もその中の一人です。」
私は秘書の言葉に耳を傾けていた。 
「私は生前、都内のある会社社長の秘書でした。秘書の立場を利用して会社の人の人事に口を出したりして貶めていました。会社が倒産してからは職を転々として気が付いたら地方の小さな旅館で下働きでした。人間、落ちるときは急激に落ちますね。最後は私に恨みを持つ元会社の人にナイフで刺されて、バラバラにされ、山の中に棄てられた。まだ、私の体はまだ見つかっていません。今までの罪を完全に償うまで町長の秘書をしています。償いの町での責め苦に町長や私を含め町職員が加わる事は有りません。罪人達の自主運営によって行われています。」
「町職員は何をしているの？」
「死んだ人々の善行、悪行を調べ、審査官に報告したり、拷問道具等の維持管理やここの住人の戸籍管理と町の建物を管理しています。」
「そうなのですか。」
私は頷いた。
下の階で騒がしくなってきた。
殺された人達が生き返ったのだ。
広場にいるレフリーが警笛を鳴らすと外へ出ていく。
「はい、皆さん生き返りましたかな？自分以外は全て敵だよ！これから１９万８３６１回目の殺し合いが始まるよ！用意、始め！」
チチーン！
ゴングがなり響く。
また殺し合いがはじまった。
「殺し合いをしている間に別の場所へ行きましょう。」
秘書に促され私はシェルターから出た。
道は清掃が行き届き、ゴミ一つ落ちていない。
「ここのビルに入りましょう。」
私と秘書は手前のビルへ入った。







        入口では受付嬢が暇そうにしている。
秘書と私が中へ入ると、「いらっしゃいませ、どちらへ行かれますか？」と丁寧に応対する。
「愛欲のフロアへお願いします。」
「わかりました。」
ボーイさんとおぼしき若い男性が来て、「どうぞ。」と言ってエレベーターへ案内する。
「これから何処へ行くのですか？」
秘書はフフフと笑いながら、「性欲のフロアという償いの場所へ行くのよ。」と言う。
「性的な快楽がなぜ、償いになるのですか？」
「それは見てからのお楽しみ。」
ボーイさんと一緒にエレベーターの中へ入った。
ボーイさんは１０階のボタンを押す。
エレベーターはゆっくりと上を目指し、１０階で止まった。
ドアが開かれる。
一人の優男(イケメン)に４、５人の女性が群がり体を舐め回している。
優男のあっちはかなり大きい。
一人の女性がくわえて、いい事を始めた。
「まあ、体の割にはあっちは凄く逞しい。」
「私も。」
別の女性がくわえる。
優男は快感で声をあげている。
「やるなら、いまのうちよ。」
後ろにいた女性が牛刀のような刃物で優男の逞しい一物をバサッと切り落としす。
「ギャー！」
切られた所から鮮血がほどばしり、優男は苦痛に顔を歪めのたうちまわる。
「生前ホストクラブの売れっ子ホストなことを良いことに私達を散々弄び、お金を騙し取り、いい思いをしてきた報いよ。思い知ったか！」
別の女性が、「あなたのせいで私は莫大な借金を抱え、夫と離婚し風俗に身を沈めたのよ。」と畳み掛ける。
「私はね、貴方をNo.1ホストにしようとして稼ぎの殆んどをつぎ込んだのよ。それがNo.1になった途端に私を棄てて他の女に目移りしてね。ホント、許せない。」
「あたしなんか、この男の彼女で同棲していたけど、私を棄てて何処かへ逃げていったのさ。ここで会えるとは思わなかったけど、これからナイフでズタズタにしてやる！」と言ってメッタ刺しにし始めた。
「悪かった！赦してくれ！」
優男は叫ぶ。
「誰が赦すものですか？」彼女達はよってたかって首を絞めたりメッタ刺しにしていく。
やがて優男は動かなくなった。
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